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ハンドボール競技における 1人退場時の 6人防御に対する
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ンスといえる。その攻撃の正否か、またその際の言績
防御ての攻撃権の獲得の巧拙か、その後の勝敗に近年ハンドボール競技では、段階的罰則適用を
大きく関わってきている。導入したルール改正が行われ、 一層厳格に警告、
コートプレーヤー
か攻撃側か6人と防御側5人の数的劣勢の防御に
対する攻撃方法について、 2名のポストプレーヤー
そして 2名のサ
イドプレーヤーからなる布陣て攻撃を開始するの
が最もよいと提唱し、 Vicket al. 6)も、これらの
数的優位な状態からの攻撃について、詳細にその
出
田
回
Kunst -Ghermanescu 1)は、退場、失格が適用されるようになった 3)。そのた
め、一人以上の退場者をかかえたまま、ゲームか
を含む2名の45度プレーヤー、
進行されることが多くなり、相手チームのプレー
ヤーの人数が自チームより多い場合(例えば相手
チームが7名で自チームか 6名の場合)や、反対
に自チームの人数が相手チームより多い場合(例
えば自チームが7名で相手チームが6名の場合)
の攻防が、多くの機会みうけられるようになって
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攻略法をまとめている。
しかしながら、コートプレーヤーが攻撃側6名
と防御側5名に対するこれらの攻撃方法・バター
ンを、日本人同士の試合において、修正なしにそ
のまま使用することは、身体的特性・運動能力の
きた。
栢手チームが退場者を 1人かかえた場合での攻
撃は、予め数的優位な状態〈アウトナンバー)から
のそれで・あり、負けているチームにとっては得点
終調劇撒勝ゅでいる多一人あるいは競って 違いなどからZ】、可能かどうか疑念が生じる。ま
た、国内においてこれらの攻撃法全てが今、現在
切除 ・
-<. 
活かされているのかにも疑問か残る。
そこで、本研究はハンドホール競技中の退場者
をかかえた局面の中でも、コートプレーヤーが攻
撃側か6名と防御側5名で行われる攻防に着目し、
その攻防パターンを分析し、その現状を把握する。
そして、ハントホール競技中の退場者をかかえた
数的優位な攻撃方法について、日本人への適応の
仕方、注意点について検討を加えるものである。
法方
ハントホール競技における退場者をかかえた局
面の中ても、コールキーパーを除く攻撃側6名と
防御側5名て行われる攻防の攻撃パターンを検討
するために、平成7年度全日本学生選手権大会の
男子の 7試合をその対象とした。これらは決勝戦
(08T大学対NHT大学:以下 08Tx・NHTと
略〕、 3位決定戦(08K大学対KK8大学・ 08Kx
1名の退場者をかかえる 6人防御時の 7名攻撃
プレーヤーによる攻撃パターンを攻撃開始時の形
69.6%(1.79+-2.57 x 100%)であった。
KK8)、準決勝リーク戦(08K大学対CHK大学
(08KxCHK) ，08'1'大学対08K大学(08Tx08K)，
KK8大学対FKO大学(KK8xFKO)，NHT大学
対 TKB大学(NHTxTKB)，KK8大学対 TKB大
なお、準決勝リーク そ態から3パターンに大別することができた 5)。学(KK8xTKB))てあった。
戦の5試合は全12試合中から無作為に抽出した。 れは、①2名のポストプレーヤー・ 2名の45度
プレーヤー・2名のサイドプレーヤーからなる攻
， 
a払
本研究ては、これらの試合をセンターライン延
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撃形態(2ポストプレーヤーシステム :図2-4)、
②1名のポストプレーヤー・ 2名の45度プレー
ヤー ・1名のセンタープレーヤー・ 2名のサイド
Flg.4 
プレーヤーからなる攻撃形態(1ポストプレーヤー
システム:図5-9)、@フリースローライン上の 2名のサイドプレーヤーによるフリースローから
なる攻撃形態であった(フリースロー :図10)。
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2各のポストプレーヤー・2名の45度プレーヤー・
Lj 
ポスト)にパスをし、もう一人のポストプトヤ-H
のプロックを利用問 y トインシュート組う !!
あるいはこの45度プレーヤーは、 ii
ポストプレーヤーとクロスしながらワン・ッーパ i1 
スを受け、サイドプレーヤーと2対1を作る方法 j!
②1ポストプレーヤーシステムによる攻撃方法 ;i
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Flg.5 
①2ポストプレーヤーシステムによる攻撃方法
方法である。
の中でも、それをさらに2パターンに細分化でき
た。(1)図2は、攻撃側のサイドプレーヤーある
いは45度プレーヤーから始まるプレーで、 2人
のポストプレーヤーにポストシュートを打たせる
であった。ためにパスを狙いながら、防御プレーヤーをはさ
み、サイド側に平行にずらしていく方法であった。
(2)図3は、攻撃側の左右の 45度プレーヤーの
サイドプレーヤーから始まり、防御プレーヤーをクロスプレーにより、距離を詰めてきた肋調プレー
ヤーの背後の地域にポストプレーヤーを移動させ、
それにパスをした後シュートを狙う方法である。
はさみながら逆サイド側にずらしていく方法で、
その際ポストプレーヤーにシュートを打たせるよ
うにパスを狙う方法であった。 (5)図6は、サイ
ドプレーヤーから始まるプレーで、防相フ。レーヤー
あるいはそのプレーをおとりにして、もう 1人の
ポストプレーヤーにシュートを行わせるようにパ
をはさみ、図5の方法と同様にずらしていく方法スを狙いつつ、もう一人の攻撃側サイドプレーヤー
であった。そしてセンタープレーヤーが、その進
→ g4-
d、
にパスを送る方法であった。 (3)図4は、攻撃側
れに対し距離を詰めてきた防御プレーヤーの背後
の地域に、フリースローラインとゴールニEリアラ
インの聞に移動してきたポストプレ F ヤ-(中間
その45度プレーヤーがミドルシュートを狙う、
(a) 
¥、b- 、-・バ'、，園、._ -_ -eif:_-二三A
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Flg.9 Flg.7 
45度プレーヤーはスクリーンプレーを行いなか
らミドルシュートを、ポストプレー ヤーにパスを、
あるいはサイドプレーヤ とー2対lを作る方法で
あった。それとは別の方法て、 そのポストプレー
ヤーをおとりにして、も う一人の45度プレーヤー
??
??
にパスを送り、もう一方のサイドプレーヤーと 2
対lを作る方法であった。(7)図創立、攻撃側の
45度プレーヤーとサイドプレーヤーのクロスプ
レーにより、間合いを詰めてきた防御プレーヤー
の背後の地域にポスト プレーヤーを移動させポス
トシュートを行わせるようにパスを狙う、あるい
はそのポストプレーヤーをおとりにして、もうー
人の45度プレーヤーにパスを送り、サイドプレー
ヤーと 2対1を作る方法であった。 (8)図9は、
ポールを保持している攻撃側のサイドプレーヤー
が中央方向に移動しながら、センタープレーヤー
Fig.8 
にパスを送る、フリースローライ ンとゴールエリ
アラインの中間で-s.停止し、中間ポス トからも
-25ー
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う一人のポスト プレーヤーのブロソタを利用して、
プレーヤーに対し、ポストプレーヤーがその背後
からサイドプロッタ〈縦プロック)を行い、そして
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F 19.1'0 Schematlc representatlOn of offenswe 
formatlon 1 n free trow offense. 
センタープレーヤー経由の45度プレーヤーから
パスを再び受け、カソトインシュートを狙う方法
てあった。
③ (9J図10は、攻撃側の45度プレーヤーと
2人のポストプレーヤーのフリースローから行わ
れるセットプレーであった。 45度プレーヤーは
ポストプレーヤーの防御フ。レーヤーに対する前ブ
ロックを利用し、ミトルシュートを狙う、あるい
はそこからもう一人の攻撃側45度プレーヤーに
パスを送り、サイドプレーヤーと 2対lを作る方
法であった。
これらを攻撃開始時の形態別を除いてまとめ直
すと、攻撃のきっかけが(1)平行にずらしていく
プレー (図2，5，6)、(2)クロスプレー(図3，8)、(3)
ポストプレーセーの縦ブロック(図7)、(4)フリー
スローライン£ゴールエリアラインの聞に移動し
てきたポストプレーヤーへのパス(中間ポスト)
(図4，7)、(5)オープンスペースへのポストプレー
ヤーの移動(から走り)(図的により、攻撃側優位
の3:2局面を作成する方法と、そこから最終的に
(1)平行にずらしていくプレー(図2，4，5，6，7，8)、
(2)ポストプレーヤーへのパス(図3，7.8，9)、(3)
ポストプレーヤーのブロックを利用した他の攻撃
側プレーヤーのカットインプレー(図4)に展開し、
シュートに導く方法に分類でき、これらの組み合
jil 
わせによりプレーが構成されていた。~ : ¥l
考察 t ，! 
3 !:' 1: 
ハンドホール競技では、次の場合矧リを行つ時 j 
プレーヤーは2分間退場となり、競技に参加で義
ず、かつ
もできな
正入場、 (b)相手に対する動作の逗反で、罰則がE
段階的に適用されるとき、 ωコート内で、プベ ) 
ヤーによるスポーツマンシップに反する行為川 'j
繰り返されたとき、(倣撃側チームの反則が半liJ
定されたとき、すぐにホールを床に置かなかった} ，~ 
とき、 (e)相手フ。レーヤーが、スローを行おうと?ぺ
しているときの違反か繰り返されたとき、(f)プ1べj
レーヤ一、もしくは、チーム役員の失格に伴うと i，J 
き」てあり、それとは別に「特別な場合には、警 ijI
告されていなくとも、退場とすることができるJ~ ほ
とされている。この中でも(b)の相手に対する動 ii 
作での反則については、重大な反則ではないもの 1nr 
ても、繰り返されるたびに段階的に重い罰則を与 i川
えることで、その発生を防ごうとしているの。こ il 
の罰則の適用により、 1名以上の退場者をかかえ引
たまま、ゲームが進行される機会が増えてきた。 11
本研究では、コートプレーヤーが攻撃側6名と H 
防御側5名で行われる退場者をかかえた攻防につ
いて、男子大学生の試合を対象に分析した。その
結果1チームあたり 1試合平均2.43回の相手側
チームの 1名の選手退場があり、その2分間あた
りの攻撃回数は1.96回であっt;:;{表1)。つまり、
1試合あたりどのチームも数的優位な状態で、
4.76回(=2.43周退場(1試合当たり)x1.96回攻撃
(2分間の退場当たり))攻撃を行うことができる
計算になる。この攻撃の正否は勝利を得る上で重
要な問題といえる。
I人のプレーヤアJのヰ国語路よ局窓官時的情数的
劣勢にあ~iif'ぜ込はセザ鴎襲撃}端~($:.."~Å硲句略、
J 
J 
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Flg.11 Kunst's schematlc representatlon of 
offenslve formatlon tn 2-4 offense 1) . 
トプレーヤーかゴールエリアラインに一直線に並
ぶ地域防御システムを採用することか義務づけら
れるといわれている 1)。本研究でも、すべての局
面においてこの先行研究通り、この5人の防御プ
レーヤーがゴールエリアライン付近に位置する防
御陣形か採用されていた。
Kunst -Ghermanescu 1)は、ここからの攻撃は
2ポストプレーヤーシステムによる攻撃が最もよ
いとし、それを4パターン示している。 (1)第
1の方法は、本研究の例(図的と同様、ポストプ
レーヤーのブロ ックをもう 1名のポストプレーヤー
か利用し、 45度攻撃プレーヤーからパスを受け
て、カットインシュートするものであった(図11
(a))o (2)第2の方法は、第 1の方法からの応
用形て、ポストプレーヤーのブロノク地点に回り
込んてきた、もう 1人のポストプレーヤーをおと
りにして、(1)4サイトプレーヤーと共に、 2対 l
を作る方法と、 (2)もう 1人の45度攻撃プレーヤー
かパスを受け取り、カ ノトイ ンプレーあるいはも
う一方のサイトのプレーヤーと 2対1を作り、サ
イトシュートを狙わせる方法(図11(b))てあった。
(3)第3の方法は、コートの左右とちらかの半
分を攻撃側3名に対し防御側 3名(3:3)と攻撃側
3名に対し防御側2名(3:2)になるよう、ボール
の展開(ホール回し〉により防御を分割し、その3:
2側で防御側サイトプレーヤーと 45度防御プレー
ヤーの聞にポストプレーヤーは位置し、攻撃側サ
イドプレーヤーか45度プレーヤーにパスをする
と同時に防御側サイトプレーヤ一方向に移動しサ
イトフロ ノクをする。攻撃側45度プレーヤーは
パスを受け取り、中央方向にステノプする。 45
度プレーヤーは、そのブロックを利用し回り込ん
できたサイトプレーヤーにパスを送り、カットイ
ンシュートを狙う(図l1(c))o (4)第4の方法
は、第1の方法とポストプレーヤーのフロックの
位置とパスの送り手かサイトプレーヤーという点
を除いては同じ攻撃法であった(図11(d))。
Vick et al. 6)は、この数的優位な状態からの攻
撃を8パターンに分類している。 (1)第 1の方
法は、ポストプレーヤーのいない布陣で、数的優
位を利用して防御プレーヤーをはさみながらシュー
-27-
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度プレーヤーとクロスプレーを行う。そしてもう
?孝弘 2ポストプーーシステ川、ボール 一人の峨プーーへパスを送り、サイトプ
歯しによりコートの攻撃防御の人数か3:3と3:2 レーヤーと再びクロスプレーを行い、防御側45
1!?なるよう分離させ、日側で、ボールをキャッチ 度プレーヤーをセンタープレーヤー側にサイトブ
オトド攻撃側同プレーヤーに対し、間合いを詰 ロックする。サイトプレーヤーはこの時プレー
てきた防御側45度プレーヤーにポストプレー ヤーのブロックとポストプレーヤーのブロックを
ーがサイドブロックし、それを利用して攻撃側 利用してカットインシュートを狙う方法てあった
~， i 
度プレーヤーかカットアウトし、攻撃側サイ (図12(e))o (7)第 7の方法は、第6の方法の
iプレーャーと 2対1を作る方法であった(図12 応用例でかっ、本研究の例(図的とクロスプレー
))。第1、2の方法ともに、 1ポストプレヤー を行っているプレーヤーのポシションとその場所
!;システムではあるが、本研究t か異なるか同様の攻撃法てあった(図12(f)o(8) 
~ i平行にすらしてサイドで2対1を作る攻撃法であっ 第8の方法は、 2ポストプレーヤーシステムから、
J叫 I!?た。 (3)第3の方法は、 2ポストプレーヤーシ 攻撃側センタープレーヤーから 45度プレーヤ-jiステムから、ボールをキヤノチした攻撃側45度 を経由同イトプレーヤーにパスを行う。サイ
1 jプレーヤーに対し、間合いを詰めてきた防御側プ トシュートを狙いなから、フリーな状態の逆サイ
f jレーヤ一方向に防御側センタープレーヤーがフォ トのプレーヤーにパスを送り、サイトシュートを
jローに来る。もう一方のポストプレーヤーもその 狙う方法てあった(図ロ(g))。これは本研究の例
i;センタープレーヤーもその方向に移動し、センター (図2)の形態から対角のサイトプレーヤーにパス
!3プレーヤーを両ポストプレーヤーではさむ状態に を送るものであることから、その応用として捉え
;jする(図12(c)))。そして攻撃側45度プレーヤー ることかできる。
iがパスを受け取ると同時に、ポストプレーヤーか これらを基に国内における男子大学生レベルの
i移動してきたポストプレーヤーのセンタープレー コートプレーヤー攻撃側6名と防御側5名におけ
1 ヤーブロ yクを利用し、回り込みなからパスを受 る攻撃パターンを本研究て得た結果を比較すると、
jけ取り、カ 7 トインシュートを狙う方法てあった 攻撃のきっかけは本研究て得られた(1)すらしプ
(図12(c-1))o (4)第4の方法は、第3の方法 レ一、 (2)クロスプレー(3)ポストプレーヤーの縦
の応用例で図12(c)の状態から、攻撃側45度プ ブロ yク(4)中間ポスト、 (5)ポストプレーヤーの
レーヤーか2名のポストプ
ながら、もう一人の45度:
り、すぐに中央方向に移動
レーヤーにパスを狙い から走り、のみなi?"9' 一-ずーボー Jレ回しのみで3対2局
ωみられた(図l1(c)，12(b) ，(d)。fレーヤーにパスを送 面を作り出す方法f
しワンーツーパスを受 このプレーは、他。}攻撃のきっかけを作るプレー
け取る。ポストプレーヤーのセンタープレーヤー を行う際の、その前のプレーとして捉えることが
寺 ブロックを利用しながらカットインシュートを狙 でき、取り入れるべきプレーと考えられる。
~ l う方法一図12(cー 2)。ーの方法 一こω 上…t卜パ司巾一4仏曲叩G白伽伽he加釘r
I は、第2の方法と同様でかつ、 ku叩ms坑t一Ghe釘rma組nト s郎cu1リ〉と V引icke叫tal. 6)のほとんどの攻撃方法が身
! escuの例(図ll(c))と同様の攻撃法であった(図1 体特性や運動能力の人種差に起因することなく、
j 2(d))。 〈6〉第6の方法は、 1ポストプレーヤー 圏内男子大学生内レで取り入れていることを、
; システムから、攻撃側センタープレーヤーが45 そして活用されていることを示された。ただ本研
長 一却一
JI Lム」ιー~，~
究ては、攻撃の「きっかけ」として、ボール回し
のみで明らかに3対2局面を作り出す方法を、 み
いだすことはできなかった。このことは、ハント
ホールを少ない人数でかっ、単純な戦術・簡単な
方法で得点を得ることがベターであるとする攻撃
方法の原点から、考え直さなけれはならない問題
を含んでいると思われる。
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